
教育プログラムの概要  
 

日本の創薬分野は、基礎医学・薬学研究、実用化に向けたトランスレーショナルリサ

ーチ、企業連携を主体とした臨床治験の一連の流れの中での学際的な連携体制が不十

分なために、欧米に遅れをとっている。 

米国では、臨床教室でも多数の非医学部出身研究者が創薬に向けた基礎医学研究に取

組んでいるが、日本では非医学部出身研究者が元々少ないために、創薬に向けた医学

研究の国際的な競争力が危ぶまれている。 

本学研究科では、学術機関や企業で創薬に向けた医薬科学研究を担い、未来への先導

者となる非医学部出身研究者を養成するために、学部から社会での活躍までの各段階

を戦略的に支援する一貫教育研究体制を整備しつつある。 

 
本学は平成 20年に創立 150周年を迎え、共立薬科大学との合併により創設された薬
学研究科と平成 6 年に開設された医学研究科の修士課程の連携体制を新たに構築し、

更に情報生物学に実績のある政策・メディア研究科先端生命科学研究所との連携を加

えて、創薬に向けた医薬科学を先導できる人材の養成を目指す。 
 

本教育プログラムは、本学の一貫教育研究体制において、多様な学部卒業生が最初に

本格的な医薬学に取組む重要なプログラムである。 
 

医薬学修士課程を更に拡充・改善する以下の様々な新しい仕組みを行う。 
①薬学分野で特徴的な「薬剤標的化（DDS）」「薬化学」「化学療法」「医薬情報」の４
分野を、医学研究科で実績のある「再生医学」「がん」「代謝」「免疫」「神経」の５分

野と融合し「研究クラスター」を設立 
②非医学部出身者に段階的に強い動機付けを行うカリキュラムを整備 
③基礎系・臨床系の複数指導者による段階的なチェック機構と強力なマンツーマン指

導体制 
④自立的な研究活動訓練 
⑤医薬相互乗入れによる研究指導 

 
創薬を視野に入れた自立した医薬科学研究者の卵を育て、今までに整備してきた博士

課程へ円滑に進める体制を構築する。 

 
 
 



教育プログラムの趣旨・目的 
 

本教育プログラムの人材養成目的は、多様な非医学部出身者から、創薬に向けた医薬

科学分野で先導できる研究者を養成することである。 
 

的確な段階的動機付けをする教育プログラム  
多様な学科から入学した学生に対して、医薬科学の基礎教育（「医学基礎課程」「薬学

基礎課程」での医薬科学基礎知識、生命研究倫理の習得）直後に、「医薬科学研究サ

マースクール」でも早期最先端医薬科学研究体験、更に広く（「選択科目」での臨床

医療現場体験）、深く（「研究クラスター」「各自テーマ研究」による最先端医薬科学

研究の体験と訓練）、最後に成果発表会、学会発表、修士論文作成と、段階的な動機

付けと訓練を効果的に実施する体系的な教育プログラムである。 
 

広い医薬科学・医療関連分野に対応した教育プログラム  
臨床現場での医療体験や基礎・臨床研究者および他学、本学リサーチパーク参加企業

の研究者を交えた学際的な研究の場での最先端医学研究の体験により、創薬に向けた

広い医薬科学分野に対応できる人材の養成が可能である。 

自らの研究が医療にどう繋がっていくのかを理解させ、研究成果が臨床を通じて社会

貢献することを体験させ、社会に向けた医薬科学研究の重要性に対する動機付けがで

き、医学部出身者と同じ場で「基礎・臨床一体型医療の現場感覚」を体得できる。 

また、臨床試験を実施する医学部クリニカルリサーチセンターや先進的なシステム情

報生物学を進める政策・メディア研究科の先端生命科学研究所などでの研修により、

広い分野に対応できる人材養成が可能である。 

 

高度専門的かつ学際的医薬科学研究に対応した教育プログラム  
医薬科学の広範囲をカバーする「高度専門研究クラスター選択コース」では、教室枠

に捉われない研究資源の相互利用が円滑に行われており、修士学生の受入れ体制が整

っている。学生は各自の研究を進めながら、研究クラスターに参加することにより、

高度な研究知識・技術を習得するとともに、所属教室の枠に捉われない博士課程への

進学が可能となる。 
「研究クラスター」は、産官学連携研究を進める有期オープン研究組織である「リサ

ーチパーク」と連動しており、創薬・産業化を目指したトランスレーショナルリサー

チに直接触れることができる。この様な最先端医学研究の体験により、修士課程後の

博士課程や外部研究機関での高度医薬科学研究に対応できる人材が養成できる。 
 



科学的論理的思考をマンツーマンで叩き込む教育プログラム  
従来型の講義・実習のみでは学生を真に鍛えることは不十分であり、医薬科学研究に

必要な論理的思考と実行力訓練のためには、強力なマンツーマン指導が必須である。

２年間を通じて、基礎系・臨床系の複数教員と補助教員によるマンツーマン指導体制

により各学生に問題提起、解決法（情報検索、研究手技、論理的思考）、発表法（学

会発表、修士論文作成）を習得させる。 
また、多様な学部出身の学生の特性を十分考慮した進路指導を行う。 
 

自立的な活動を鍛える教育プログラム 
個々の学生に研究費を自主管理させ、外部特別講演者の招聘を含めて研究成果発表会

を自主的に企画運営させて、自立的研究活動マネージメントの訓練を行う。 

また、本学では効率良い自立的学習のために、最新 EBM 情報やデジタル教材にアク
セスでき、救急救命、手術シミュレーションなどの体験ができる自学自習施設が整備

されている。 

 

国際性を養う教育プログラム  
本学では常時、海外講演者によるセミナーやシンポジウムが開催されており、修士学

生は参加により単位認定される。また、研究英会話や英語論文作成の講義を提供する。 
 

教育プログラムの運用を管理する体制 
本教育プログラム全体の運営状況と、学生各自の学習研究進捗状況は、自己・外部評

価を含めて、医薬学修士運営委員会で組織的に管理する。 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 



教育プログラムの実施計画  
 

医薬科学研究サマースクールの設置  
１年次夏期に、9分野研究クラスターおよび先端生命科学研究所の博士課程学生によ
る研究発表と本プログラム教員による徹底的な討議による医学研究の早期体験学習

と実験ノート記載法、研究費使用法などの研究実施ガイダンス、更に、基礎・臨床の

複数指導教員と補助教員による学生の研究計画指導を行うサマースクール設置の準

備をする。 

 

選択科目の内容改善  
１年次秋学期の基礎系・臨床系の各選択科目の内容（臨床の場での体験のさせ方など）

を整備する。薬学研究科では多数の昼夜開講科目の他、内外からの先端的な研究者を

招聘して、「大学院特別講義・大学院セミナー」を開催しており、薬学研究科の学生

は必須であるが、医学修士の学生も選択科目として受講できるようにする。 

 

研究クラスターコースの設置  
２年次春学期の「再生医学」「がん」「代謝」「免疫」「神経」「薬剤標的化（DDS）」「薬

化学」「化学療法」「医薬情報学」9分野の各研究クラスターにおいて、修士学生が参
加し、効果的に学習できる体制を準備する。 
企業研究者が参加するリサーチパーク、臨床試験を実施する医学部クリニカルリサー

チセンターや先進的な情報生物学を進めている政策・メディア研究科先端生命科学研

究所などでの研修体制を整備する。 
 

医学・薬学、相互履修・単位認定制の整備  
医学研究科では、既に薬学研究科科目の履修と単位認定が可能であるが、薬学研究科、

先端生命科学研究所との遠隔講義体制を整備する。 

 

マンツーマン指導体制と段階的なチェックポイント体制の整備  
および既存の医学教育統轄センター教員を含めた  
医薬学修士運営委員会の設置  
修士学生の個別指導のための基礎系・臨床系からの複数教員および日々の研究指導を

する複数の補助教員を登録する。 

 
 
 



自立的な研究活動の訓練  
研究費自主管理、外部講演者の招聘を含めた自主的シンポジウムを企画運営する。 

 

各種教育研究環境支援の実施および情報発信  
修士 RA/TA 制度の整備、修士留学生支援、博士課程への継続研究者に対する支援整

備、修士指導教員や学生 FD、自己・外部評価法の準備、ホームページ、説明会、パ
ンフレットによる情報発信法の整備を行う。 
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